
　あおもりいのちの電話のために、ご支援をいただいた方々は次の通りです。

　資金ボランティアとしてあおもりいのちの電話相談活動をお支え下さり、心から感謝申し上げます。

石 川 敞 一 加 賀 田 里 佳 今 敏 子 鈴 木 和 佳 子 成 田 秀 美 松 岡 浩 美
石 澤 誠 葛 西 弘 和 今 野 あ け み 杉 沢 徹 長 谷 川 之 子 益 城 妃 富
赤 石 雅 子 葛 西 若 子 斉 藤 渉 清 野 洋 子 馬 場 加 代 子 松 橋 知 子
阿 保 香 月 菊 池 貴 光 齊 藤 友 子 関 川 明 濱 端 祐 子 三 上 紀 美 子
新 屋 敷 慶 子 菊 地 公 英 齋 藤 元 子 外 川 志 津 子 原 田 恵 美 子 宮 本 暁 子
石 戸 谷 正 子 工 藤 純 子 坂 本 真 貴 高 野 節 子 東 山 英 子 村 上 修
磯 野 千 世 工 藤 智 子 佐 藤 知 恵 武 田 麗 子 樋 口 久 美 子 山 内 加 代 子
一 戸 和 子 工 藤 範 子 澤 奈 保 子 高 橋 正 子 平 井 哲 也 山 口 則 子
今 谷 孝 子 桑 田 英 美 澤 谷 敏 子 田 中 真 福 井 真 佐 子 山 田 京 子
牛 山 敬 久 保 エ リ 子 柴 田 祥 子 田 中 優 子 藤 林 正 雄 山 田 静 子
蝦 名 明 古 川 一 仁 小 笠 原 和 子 塚 本 初 子 藤 林 百 合 子 山 田 玲 子
長 内 京 子 小 山 真 貴 子 柴 田 賢 對 馬 優 子 藤 原 留 理 子 吉 田 智 子
小 野 真 紀 子 小 寺 裕 子 下 山 諭 史 成 田 公 子 船 越 綾 子 最 上 泰 滉

匿 名 12 名

☆ 賛助会員（個人） 2023年8月１日～2023年10月31日 （敬称略／順不同）

秋 元 義 禮 今 井 克 子 工 藤 哲 生 柴 田 賢 田 中 真 藤 原 裕 貴 子
阿 部 信 子 今 井 正 樹 工 藤 純 子 下 山 諭 史 塚 本 初 子 松 岡 浩 美
新 屋 敷 慶 子 岩 谷 和 子 熊 谷 チ カ 子 神 馬 裕 司 中 村 妙 子 三 上 紀 美 子
蟻 塚 亮 二 小 笠 原 和 子 今 敏 子 杉 本 和 彦 野 田 美 保 子 村 上 修
石 岡 昭 小 山 真 貴 子 今 野 あ け み 清 野 洋 子 長 谷 川 之 子 吉 田 智 子
石 川 敞 一 小 山 テ ル 佐々木こずえ 高 野 節 子 東 山 英 子
石 川 康 小 山 隆 公 佐 藤 孝 雄 高 橋 正 子 藤 田 美 穂
石 澤 誠 金 子 宏 彦 佐 藤 憲 子 竹 田 周 平 藤 林 正 雄
石 田 悟 菊 地 公 英 佐 藤 知 恵 竹 田 侑 子 藤 林 百 合 子
一 戸 和 子 工 藤 千 賀 子 匿 名 9 名

☆ 賛助会員（団体） 2023年8月１日～2023年10月31日 （敬称略／順不同）

匿 名 1 名

　　　　　　※氏名を掲載していますが、希望しない方は、事務局まで、ご連絡下さい。

資金ボランティアとして皆様のご支援を！

あおもりいのちの電話は、相談電話、相談員養成費、広報活動費、センター管理費等で、年間550万円が

必要です。皆様の温かいご理解とご支援で活動していますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

（個 人）1口1,000円/年（何口でも）

（団 体）1口3,000円/年（何口でも）

＊個人・団体とも年間で3,000円以上寄付をしてくださった場合、税制上の優遇措置があります。

①郵便振替 ０２３００-２-３７６１ 特定非営利活動法人あおもりいのちの電話

②みちのく銀行 弘前営業部 （普）２００９９１４ 特定非営利活動法人あおもりいのちの電話

　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話

〒036-8691 青森県弘前郵便局私書箱29号 発行日 2024年1月
事務局 TEL 0172-38-4343 発行人 藤林 正雄

FAX 050-3488-9077 編 集 事務局
E-mail aomori@inochi-a.net
URL https://inochi-a.net

Facebook 「あおもりいのちの電話」で検索

☆ 正会員
（個 人）年間 6,000円

☆ 賛助会員

◇振込先

愛 成 会 弘 前 愛 成 会 病 院 野 呂 ・ 中 里 司 法 書 士 事 務 所 や ま と 印 刷 株 式 会 社
大 竹 整 形 外 科 有 限 会 社 き ら ら メ デ ィ カ ル 株 式 会 社 レ ン ゴ ウ 事 務 機
株 式 会 社 日 善 電 気 幸 仁 会 高 松 病 院 や ぎ は し 腎 ・ 泌 尿 器 科 医 院
株 式 会 社 ス コ ー レ

☆ 正会員（個人） （敬称略／順不同）

来 蘇 圓 会 黒 石 あ け ぼ の 病 院 青 仁 会 青 南 病 院 株 式 会 社 Ｉ ・ Ｍ ・ Ｓ

温かいご支援をありがとうございます

相 談 電 話 0172-33-7830 （毎日12：00〜21：00）
いのちの電話ナビダイヤル 0570-783-556 （毎日10：00〜22：00）
県民フリーダイヤル 0120-063-556 （毎月1日、15日

12：00〜21：00）
自殺予防フリーダイヤル 0120-783-556 （毎月10日

8：00〜翌日8：00）

写真提供：岩谷和子

２０２４年 １月 ６５号

― 青森県つがる市 高山稲荷神社 ―

丁寧に手入れされた日本庭園の中をカーブを描くように朱色の鳥居が数え切れないほど並び、異世
界のような不思議な空間を創出しています。高さ約2メートルの鳥居が延々と並んでいる光景は圧巻で
す。

あおもりいのちの電話
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私自身が、これまで色々な悩みを抱えている時に、周りの人と話をすることで気持ちが楽になったり、
前向きになることができた、ということが多々ありました。そういった経験から、行き場のない気持ちを受
け止めるお手伝いができれば、というので相談員を目指しました。
実際に電話をとってみると、思ったより孤立して、悩みを抱えている人が多く、多種多様の相談に、気

持ちに寄り添うこと、共感することの難しさを感じています。
これからは、共感の仕方のスキルをあげていって、また話を聞いてもらいたいと思えるような相談員

を目指したいと思います。 I・N

相談員をさせていただくことになったきっかけは、仕事で接する小学生の会話に聞いた「いのちの電
話、また繋がらなかった」という言葉でした。コロナ禍で子どものスマホ所持が増え、テレビは有名人の
訃報に続いて、いのちの電話を紹介するようになっていました。「今の子供は身近な大人より先に、電
話相談を頼るのか」とショックで、学ばねばと受講しました。

現在、電話を受けさせていただくようになりましたが、まだまだ反省ばかりです。でも一期一会の電話
に学びがあったり、印象深いやりとりがあったり、何か自分に小さな変化がもたらされていることも感じ
ています。今後も未熟ながら、活動を続けていけたらと思っています。 K・M

相談員になったきっかけは、東奥日報の記事の噂を耳にして、初めて知った「傾聴」という言葉に興
味を持ったからです。

実際に電話を受けるようになると、自分の価値観を脇において、どのような話にも興味を持って共感
することが何と難しいことなのか！！！と、日々打ちのめされています。

作話と思えるような自慢話に付き合わされた挙句、文句を言われたこともありました。そんな時は私
も人間ですから、やるせない気持ちになります。しかし、コーラーさんも淋しいのだろうな、自分の状況
に満足できないのかな、などと考えて私自身を整えるようになりました。

同期の皆さんと出会い、共に学ぶ事が出来るのも、得難く尊い経験です。「電話して良かった」とコー
ラーさんに少しでも思っていただけるよう成長していきたいと考えています。 I・H

相手の話を聴くことにより、自分自身もまた感情コントロール、人間的成長を促すことができるのでは
と思いました。でも日々忙しく、なかなか参加できないかもと躊躇もしましたが、思い切って受講する決
心を致しました。

実際に電話を取って、人生いろいろ人もいろいろ、その人その人の色があり、相談者の声に傾聴でき
たか疑問だらけです。ただ一概に受け取ることはだめだと実感。相談者の声のトーン・早口・おっとり・
なかなか話せない・暗い等、相談者お一人お一人その時々に応じて、共感・傾聴できるようたくさんの
電話をとることを重ねて努力しなければと思いました。そして、参加できた時は、一生に一度の出会い
と思い、共感・思いやりをもってどこまでも傾聴を大事にできる相談員になれればと思っています。

T・H

「傾聴」は「言うは易く行うは難し」だと実感します。コーラーさんの話を一所懸命にお伺いしてるつもり
でも、頭の片隅では、この話の主訴は何なのだろう、要約するとすれば何になるのだろう、話の落ちど
ころはどこだろう…と考えてしまっている自分がおり、それに気づくたびに「あ、いけないいけない」と思

い直しては、また受話器の前に座る、を繰り返しています。「聴く」に徹する、相手に共感する、そのこと
を相手に伝えられる。そんな相談員になるには、まだまだ課題が山積みです。自分の感受性を高める
ために、そして適切な言葉を選び出せるように、少しづつ研鑚を重ねていきたいです。

K・T

新人相談員の声 （２９期生）

相談員という方の存在を知ったのは新聞記事。感染症もあり、世の中混とんとしていたような。先ず
は講座の場へ、学びの中で私も相談員になれるか…何をしたいかが大事と思いつつ講習を受け、新
米相談員として電話の前に座っていました。
緊張の中、コーラーに問いかけすぎないようにと思いつつお聞きしていると「誰かとつながっていた

い」との感覚を強く感じました。孤独・悲嘆・出口の見えない生活、心からの声として伝わってきました。
そのような中で話していると、声のトーンも少しずつ軽く思え、お互い感謝の言葉で終えた時など、電話
を受けてよかったなあと思います。先輩方からの学びを深め、穏やかな気持ちになれるよう、心を開い
てコーラーの声を聴くことのできる相談員でありたいと願っています。 O・K

8月に相談員として認定され、実際電話を受け緊張と反省との繰り返しです。自分の気持ちとの戦い
でもあります。いかに心穏やかに聞こうとしても、コーラーの時間潰しに付き合わされている内容だった
りすると、どっと疲れ脱力してしまいます。と同時に、誰かと話したい、寂しい、人と声だけでも繋がって
いたいと思う方々が、沢山いることも鳴りやまないコールから伺えました。
大空幸星氏が講演で『本気の他人事』とおっしゃっていました。自分を優先し、自分の余白で誰かに

手を差し伸べていけるような相談員になれればいいなと思いました。まずは、自分を愛し、無理せず自
分の気持ちに正直に生きたいとも思います。 S・Y

仕事上の疑問につまずく中、新聞掲載を見て、学べるチャンスと思い、いのちの電話養成講座を受講
させていただきました。私の人生にも様々なことがあり、大きな波が繰り返し押し寄せ、辛くて立ち止ま
り、涙を流したことも数多くありました。「それでも人は生きていける。生きていって良いんだ」と思えた時
期がありました。
一期一会の関係性に、コーラーさんに寄り添い、人はその人なりに解決の方向性を持っていると、自

分に言い聞かせ臨んでいますが、これで良かったのか、自分はしゃべり過ぎではないか、向いていな
いのではないか反省、後悔する時もあります。それでも「ありがとうございました」と言われた時は、少し
だけ安堵できます。
今一度、学んだことや基本的な考え方と技法、相談員の手引きを読み返す必要性を感じ、読み直し

をして新たな発見をしている今日この頃です。 K・T

実際に電話を取ってみて思ったのは、「死にたい」という内容より、他の内容や作話の方が多いこと。
電話の後、自問自答し、メンタルに堪えることがわかりました。だからこそ継続研修があり、そこでの情
報交換がとても為になっています。
相談員としては、電話を掛けてきた行動に寄り添い、話の内容がどうであれ、少しでも気が晴れたり

前を向けたり、電話の前と後に変化がある対応ができる相談員になりたいと思っています。
O・M

コミュ障な私が「傾聴」という文字に惹かれ、いのちの電話で学ぶうちにいつの間にか引き込まれて
相談員となりました。相談員を目指していたという志がなく、コミュ障を克服したいという気持ちで相談
員を続けているというのが本音です。
実際に電話をとってみて、「難しいなぁ」と必死になっていたスーパービジョンを受けた初めの頃。今、

何度か電話を受けて感じるのは「何とかなって、慣れてきてると思っている私は危なっかしい」です。初
心の気持ちを忘れず、気を引き締め常に学ぶ姿勢を持ち、学んだことを還元する相談員でありたいと
思います。
様々な場面でお会いしご迷惑などをかけ、至らない部分があるとは思いますが、よろしくお願いいたし

ます。 S・S
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りすると、どっと疲れ脱力してしまいます。と同時に、誰かと話したい、寂しい、人と声だけでも繋がって
いたいと思う方々が、沢山いることも鳴りやまないコールから伺えました。
大空幸星氏が講演で『本気の他人事』とおっしゃっていました。自分を優先し、自分の余白で誰かに

手を差し伸べていけるような相談員になれればいいなと思いました。まずは、自分を愛し、無理せず自
分の気持ちに正直に生きたいとも思います。 S・Y

仕事上の疑問につまずく中、新聞掲載を見て、学べるチャンスと思い、いのちの電話養成講座を受講
させていただきました。私の人生にも様々なことがあり、大きな波が繰り返し押し寄せ、辛くて立ち止ま
り、涙を流したことも数多くありました。「それでも人は生きていける。生きていって良いんだ」と思えた時
期がありました。
一期一会の関係性に、コーラーさんに寄り添い、人はその人なりに解決の方向性を持っていると、自

分に言い聞かせ臨んでいますが、これで良かったのか、自分はしゃべり過ぎではないか、向いていな
いのではないか反省、後悔する時もあります。それでも「ありがとうございました」と言われた時は、少し
だけ安堵できます。
今一度、学んだことや基本的な考え方と技法、相談員の手引きを読み返す必要性を感じ、読み直し

をして新たな発見をしている今日この頃です。 K・T

実際に電話を取ってみて思ったのは、「死にたい」という内容より、他の内容や作話の方が多いこと。
電話の後、自問自答し、メンタルに堪えることがわかりました。だからこそ継続研修があり、そこでの情
報交換がとても為になっています。
相談員としては、電話を掛けてきた行動に寄り添い、話の内容がどうであれ、少しでも気が晴れたり

前を向けたり、電話の前と後に変化がある対応ができる相談員になりたいと思っています。
O・M

コミュ障な私が「傾聴」という文字に惹かれ、いのちの電話で学ぶうちにいつの間にか引き込まれて
相談員となりました。相談員を目指していたという志がなく、コミュ障を克服したいという気持ちで相談
員を続けているというのが本音です。
実際に電話をとってみて、「難しいなぁ」と必死になっていたスーパービジョンを受けた初めの頃。今、

何度か電話を受けて感じるのは「何とかなって、慣れてきてると思っている私は危なっかしい」です。初
心の気持ちを忘れず、気を引き締め常に学ぶ姿勢を持ち、学んだことを還元する相談員でありたいと
思います。
様々な場面でお会いしご迷惑などをかけ、至らない部分があるとは思いますが、よろしくお願いいたし

ます。 S・S

― 3 ―



 資金ボランティアとして皆様のご支援を！

　あおもりいのちの電話は、相談電話、相談員養成費、広報活動費、センター管理費等で、年間550万円が

　必要です。皆様の温かいご理解とご支援で活動していますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

（個　人）1口1,000円/年（何口でも）

（団　体）1口3,000円/年（何口でも）

　＊個人・団体とも年間で3,000円以上寄付をしてくださった場合、税制上の優遇措置があります。

①郵便振替 　０２３００-２-３７６１  特定非営利活動法人あおもりいのちの電話

②みちのく銀行　弘前営業部　（普）２００９９１４  特定非営利活動法人あおもりいのちの電話　

　特定非営利活動法人あおもりいのちの電話

  〒036-8691　　青森県弘前郵便局私書箱29号 　　　発行日　　2024年1月
　　　　事務局 TEL　0172-38-4343 　発行人　　藤林　正雄

FAX　050-3488-9077 　編 　集　　事務局
E-mail  aomori@inochi-a.net
URL   https://inochi-a.net

Facebook  「あおもりいのちの電話」で検索

☆ 正会員
（個　人）年間　6,000円

☆ 賛助会員

◇振込先
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